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片
仮
名
の
仮
名
文
字
遣
い―

前
田
本
色
葉
字
類
抄
と
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
を
資
料
と
し
て―

 

  

土 

肥

新 

一 

郎

 
  

一

本
稿
の
目
的

か
つ
て
、
平
仮
名
及
び
片
仮
名
に
は
一
つ
の
音
節
に
対
し
、
複
数
の
変
体
仮
名
が

存
し
た
。
そ
れ
ら
の
用
い
方
を
、
本
稿
で
は
「
仮
名
文
字
遣
い
」
と
呼
称
す
る
。

仮
名
文
字
遣
い
を
明
文
化
し
た
も
の
は
、
古
く
は
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て

成
立
し
た
仮
名
遣
書
、
歌
学
書
の
類
に
見
ら
れ
る
。

１

こ
れ
ら
に
は
、「
上―

下
」
「
語

頭―

非
語
頭
」
と
置
き
換
え
ら
れ
る
か

を
基
準
と
す
る
使
い
分
け
に
関
す
る
記
述
が

見
ら
れ
る
。

「
上―

下
」
を
観
点
と
し
た
平
仮
名
の
仮
名
文
字
遣
い
研
究
は
、
安
田

一
九
六
七

を
は
じ
め
と
し
て
多
く
な
さ
れ
て
き
た２

。
一
方
で
、
片
仮
名
の
仮
名
文
字
遣
い
を
報

告
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
、
犬
飼

一
九
八
九

、
樋
野

一
九
九
〇

一
九
九
一３

の
研
究
に
と
ど
ま
る
。

犬
飼

一
九
八
九

の
研
究
で
は
、
次
の
引
用
の
よ
う
に
、
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』

奥
書
に
は
、
寛
元
二
年

一
二
四
四

写
と
あ
る

を
資
料
と
し
、
仮
名
文
字
遣
い
を

明
ら
か
に
し
た
。
引
用
中
の
「
／
／
」
は
、
本
稿
で
の
「
〈
〉
」４

と
同
意
で
あ
る
。
ま

た
、
引
用
中
の
「
ホ
」
と
「
呆
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
稿
の
〔
ホ
〕
と
〔
呆
〕
と
同
意
。

な
お
、「
呆
」
に
つ
い
て
、
実
際
に
は
「
呆
」
の
払
い
の
部
分
の
な
い
字
形
で
印
刷
さ

れ
て
い
た
が
、
引
用
で
は
便
宜
上
「
呆
」
と
す
る
。

／
キ
／
／
サ
／
／
リ
／
の
字
体
は
、
常
用
の
も
の
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
に
す

ぎ
な
い
。
そ
の
使
用
に
も
特
別
な
意
図
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
／
キ
／
の
場
合

は
別
の
字
体
と
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
／
ホ

／
の
字
体
は
、「
ホ
」
が
常
用
で
、
そ
の
三
分
の
一
ほ
ど
の
数
の
「
呆
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。「
ホ
」
は
語
頭
に
も
語
中
尾
に
も
用
い
ら
れ
る
が
「
呆
」
は
必
ず

語
頭
に
用
い
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
潮
」
は
「
シ
ホ
」
、
「
程
」
は
「
呆
ト
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
仮
名
文
字
遣
」
風
に
言
え
ば
、「
上
に
か
く
呆
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

二
一
頁

犬
飼

一
九
八
九

の
研
究
に
よ
っ
て
一
三
世
紀
半
ば
の
文
献
に
、「
上―

下
」
を
基

準
と
す
る
片
仮
名
の
仮
名
文
字
遣
い
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
同
時
期
の
他
文
献
の
音
節
〈
ホ
〉
に
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣

い
が
見
ら
れ
る
か
確
認
す
る
。

②
同
時
期
の
他
文
献
の
〈
ホ
〉
以
外
の
音
節
に
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名

文
字
遣
い
が
見
ら
れ
る
か
確
認
す
る
。

以
上
、
こ
の
二
点
を
本
稿
の
目
的
と
す
る
。

 
二

対
象
資
料
に
つ
い
て

対
象
資
料
を
前
田
本
色
葉
字
類
抄
と
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
と
す
る
。

前
田
本
色
葉
字
類
抄
は
、
鎌
倉
初
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
存

す
る
の
は
「
巻
上
」「
巻
下
」
の
二
帖
で
、「
巻
中
」
を
欠
い
て
い
る
。
な
お
、「
巻
下
」
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に
は
欠
落
が
あ
る
。
「
由
」
の
一
部
、
「
女
」
、
「
美
」
、
「
師
」
の
一
部
が
欠
落
し
て
い

る
。こ

の
資
料
で
は
、
片
仮
名
は
主
に
、
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
見
出
し
語
の
音
や
訓
を

記
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
片
仮
名
を
調
査
対
象
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
前
田
育
徳
会
編
『
尊
経
閣
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
勉
誠
社
、

一
九
八
四

の
影
印
画
像
を
用
い
る
。

親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
親
鸞
が
八
四
歳
か
ら
八
五
歳

一
二
五
七

一
二

五
八

に
か
け
て
書
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
、
上

本
・
末

、
中

本
・
末

、
下

本
・
末

の
六
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
行
は
、
墨
筆
の
漢
字
と
片
仮
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
は
片
仮
名
で
表
記

さ
れ
、
墨
点
と
朱
点
の
二
種
存
す
る
。
朱
点
は
墨
点
を
補
っ
た
部
分
が
あ
り
、
ま
た

重
な
り
を
避
け
た
箇
所
が
あ
る
た
め
、
墨
点
・
朱
点
の
順
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
思

し
い
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
本
行
の
片
仮
名
及
び
、
墨
点
の
訓
点
を
調

査
対
象
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
赤
松
俊
秀
ら
編
の
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
五
巻

法
蔵
館
、

一
九
七
三

及
び
第
六
巻

法
蔵
館
、
一
九
七
三

の
影
印
画
像
を
用
い
る
。 

 

三

研
究
の
方
法

本
稿
で
対
象
と
す
る
音
節
は
、
〈
キ
〉
と
〈
ホ
〉
と
す
る
。

〈
キ
〉
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
対
象
と
す
る
両
方
の
資
料
に
お
い
て
、
二
字
体
が

存
し
、
ま
た
、
用
例
数
が
確
保
で
き
る
た
め
選
択
し
た
。

こ
の
〈
キ
〉
と
〈
ホ
〉
に
つ
い
て
、
単
語
内
の
ど
の
位
置
に
ど
の
字
体
が
用
い
ら

れ
る
か
を
集
計
す
る
。
単
語
内
の
位
置
と
し
て
「
語
頭
」
と
「
非
語
頭
」
を
設
定
す

る
。「
非
語
頭
」
に
関
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
「
語
中
・
語
末
」
や
「
形
態
素
頭
・

非
形
態
素
頭
」
の
区
別
を
お
こ
な
う
。「
形
態
素
頭
」
と
は
、
一
単
語
を
さ
ら
に
複
数

の
「
ま
と
ま
り
」
に
分
け
た
、
そ
の
「
ま
と
ま
り
」
の
「
先
頭
文
字
」
を
意
味
す
る
。

こ
の
「
ま
と
ま
り
」
の
認
定
に
関
し
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
に
示
さ
れ

る
、
見
出
し
語
の
構
成
を
示
す
ハ
イ
フ
ン
を
参
考
に
す
る
。

な
お
、
一
音
節
語
は
そ
れ
が
語
頭
で
あ
る
か
否
か
判
断
し
が
た
い
た
め
「
一
音
節

語
」
と
し
て
立
項
す
る
。

以
上
の
手
順
を
踏
ま
え
、
各
調
査
対
象
の
各
音
節
に
つ
い
て
、「
上
」
と
「
下
」
の

範
囲
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
用
い
ら
れ
る
字
体
を
明
ら
か
に
す
る
。

 

四

前
田
本
色
葉
字
類
抄
の
〈
キ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い

前
田
本
色
葉
字
類
抄

以
下
、
色
葉
字
類
抄

の
音
節
〈
キ
〉
の
調
査
対
象
範
囲
を
、

巻
上
の
「
伊
」
「
呂
」
「
波
」
、
巻
下
の
「
古
」
「
江
」
「
手
」
「
木
」
と
し
、
サ
ン
プ
リ

ン
グ
調
査
を
お
こ
な
う
。「
木
」
に
つ
い
て
は
、
語
頭
の
用
例
が
偏
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
別
に
立
項
し
て
調
査
す
る
。
便
宜
上
、
以
上
の
対
象
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ
「
巻

上
」
「
巻
下
」
「
木
」
と
呼
称
す
る
。

色
葉
字
類
抄
の
〈
キ
〉
に
は
、
後
掲
の
表
１
よ
う
に
二
字
体
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
、

「
巻
上
」
、「
巻
下
」
、「
木
」
の
す
べ
て
の
対
象
範
囲
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。

こ
の
二
字
体
に
つ
い
て
、
後
掲
の
表
２
で
〈
キ
〉
の
二
字
体
の
用
例
数
を
、「
巻
上
」、

「
巻
下
」
、
「
木
」
に
分
け
て
示
し
た
。
多
く
用
い
ら
れ
た
方
の
字
体
に
網
掛
け
を
施

し
た
。

表
２
よ
り
、〈
キ
〉
の
二
字
体
に
つ
い
て
、
巻
ご
と
に
主
に
用
い
ら
れ
る
字
体
が
異

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
た
め
、
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
の
二
字
体
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か

を
、
「
巻
上
」
、
「
巻
下
」
、
「
木
」
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
述
べ
る
。

後
掲
の
表
３
は
「
巻
上
」
の
〈
キ
〉
に
つ
い
て
、
単
語
内
の
位
置

語
頭
、
非
語
頭

と
一
音
節
語
を
項
目
と
し
て
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

非
語
頭
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
形
態
素
頭
で
あ
る
か
否
か
を
区
別
し
た
。
一
五
％
以

上
の
も
の
に
網
掛
け
を
施
し
た
。
ま
た
、
一
五
％
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
、
各
項
目
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に
お
い
て
二
字
体
の
用
例
数
を
比
較
し
た
際
、
も
う
一
方
よ
り
も
多
い
場
合
は
、
そ

れ
に
網
掛
け
を
施
し
た
。

表
３
よ
り
、〔
キ
〕
は
、
非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
、〔―

〕
で
は
、
単
語
内
の
位
置
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
巻
上
」
の
〈
キ
〉
で
は
、
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文

字
遣
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。「
上
」
は
語
頭
と
非
語
頭
の
形
態
素
頭
が
該
当

し
、
主
に
〔―

〕
が
用
い
ら
れ
、「
下
」
は
非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
が
該
当
し
、〔
キ
〕

と
〔―

〕
が
併
用
さ
れ
る
。

後
掲
の
表
４
は
「
巻
下
」
の
〈
キ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。

表
４
よ
り
、〔
キ
〕
は
単
語
内
の
位
置
を
問
わ
ず
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

〔―

〕
は
、
主
に
非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
語
頭
、
非
語
頭
の

形
態
素
頭
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
巻
下
」
の
〈
キ
〉
で
は
、
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文

字
遣
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。「
上
」
は
語
頭
と
非
語
頭
の
形
態
素
頭
が
該
当

し
、
主
に
〔
キ
〕
が
用
い
ら
れ
、「
下
」
は
非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
が
該
当
し
、〔
キ
〕

と
〔―

〕
が
併
用
さ
れ
る
。

後
掲
の
表
５
は
「
木
」
の
〈
キ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。

表
５
よ
り
、〔
キ
〕
は
単
語
内
の
位
置
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、〔―
〕
は
用

例
数
が
非
常
に
少
な
く
、
非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
に
用
い
ら
れ
る
一
例
の
み
が
確
認

で
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
巻
に
よ
っ
て
〈
キ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い
が
異
な
っ
た
。

前
田
本
色
葉
字
類
抄
の
〈
キ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
。

「
巻
上
」
：「
上
」

語
頭
・
非
語
頭
の
形
態
素
頭

…

〔―

〕

「
下
」

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕〔―

〕

「
巻
下
」
「
木
」：
「
上
」

語
頭
・
非
語
頭
の
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕

「
下
」

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕
〔―

〕

 

五

前
田
本
色
葉
字
類
抄
の
〈
ホ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い

色
葉
字
類
抄
の
音
節
〈
ホ
〉
の
調
査
対
象
範
囲
を
、
巻
上
と
巻
下
の
す
べ
て
と
す

る
。
巻
上
に
属
す
る
「
保
」
に
つ
い
て
は
、
語
頭
の
用
例
が
偏
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
た
め
別
に
立
項
し
て
調
査
す
る
。
便
宜
上
、
以
上
の
対
象
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ
「
巻

上
」
「
巻
下
」
「
保
」
と
呼
称
す
る
。

色
葉
字
類
抄
の
〈
ホ
〉
に
は
、
後
掲
の
表
６
の
よ
う
に
二
字
体
存
す
る
。
こ
れ
ら

は
、
「
巻
上
」
、
「
巻
下
」
、
「
保
」
の
す
べ
て
の
対
象
範
囲
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。

こ
の
二
字
体
に
つ
い
て
、
後
掲
の
表
７
で
〈
ホ
〉
の
二
字
体
の
用
例
数
を
、「
巻
上
」、

「
巻
下
」
、
「
保
」
に
分
け
て
示
し
た
。
多
く
用
い
ら
れ
た
方
の
字
体
に
網
掛
け
を
施

し
た
。

表
７
よ
り
、「
巻
上
」
、「
巻
下
」
、
「
保
」
の
す
べ
て
に
お
い
て
、〔
呆
〕
が
主
に
用

い
ら
れ
、
〔
ホ
〕
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

音
節
〈
キ
〉
に
お
い
て
は
、
巻
に
よ
っ
て
仮
名
文
字
遣
い
が
異
な
っ
た
。
そ
の
た

め
、
以
降
で
は
、
こ
れ
ら
の
二
字
体
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
、「
巻
上
」、

「
巻
下
」
、「
保
」
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
述
べ
る
。

後
掲
の
表
８
は
「
巻
上
」
の
〈
ホ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。

表
８
よ
り
、〔
呆
〕
と
〔
ホ
〕
は
、
単
語
内
の
位
置
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
巻
上
」
の
〈
ホ
〉
に
お
い
て
、
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名

文
字
遣
い
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

後
掲
の
表
９
は
「
巻
下
」
の
〈
ホ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。

表
９
よ
り
、〔
呆
〕
と
〔
ホ
〕
は
、
単
語
内
の
位
置
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
巻
下
」
の
〈
ホ
〉
に
お
い
て
も
、
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮

名
文
字
遣
い
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

後
掲
の
表
１
０
は
「
保
」
の
〈
ホ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。
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表
１
０
よ
り
、
想
定
通
り
、
語
頭
に
用
例
が
偏
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、〈
ホ
〉
で
は
「
巻
上
」
、「
巻
下
」
、「
保
」
の
す
べ
て
を
通
し
て
、

「
上―
下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

 

六

親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
の
〈
キ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い

親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』

以
下
、
西
方
指
南
抄

の
音
節
〈
キ
〉
の
調
査
対
象

範
囲
を
、
上
本
・
末
と
す
る
。

西
方
指
南
抄
の
〈
キ
〉
に
は
、
後
掲
の
表
１
１
の
よ
う
に
二
字
体
存
す
る
。

墨
筆
の
本
行
〈
キ
〉
と
墨
筆
の
訓
点
の
両
方
に
お
い
て
、
こ
の
二
字
体
が
見
ら
れ

た
。こ

の
二
字
体
に
つ
い
て
、
後
掲
の
表
１
２
で
〈
キ
〉
の
二
字
体
の
用
例
数
を
、
本

行
、
振
り
仮
名
、
左
注
に
分
け
て
示
し
た
。
多
く
用
い
ら
れ
た
方
の
字
体
に
網
掛
け

を
施
し
た
。

表
１
２
よ
り
、
本
行
〈
キ
〉
で
は
、
〔
キ
〕
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、〔―

〕
は

あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。
振
り
仮
名
〈
キ
〉
で
は
、〔
キ
〕
が
一
三
〇
例
存
す
る
も
の

の
、〔―

〕
は
四
〇
六
例
で
、〔―

〕
の
三
倍
以
上
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
左
注
〈
キ
〉

で
は
、〔―

〕
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、〔
キ
〕
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
行
と
訓
点
と
で
主
に
用
い
ら
れ
る
字
体
が
異
な
る
。
本
行
〈
キ
〉

に
お
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
〔
キ
〕
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、〔
キ
〕
が
正

式
な
字
体
で
、〔―

〕
は
そ
の
簡
略
字
体
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
簡

略
字
体
で
あ
る
〔―

〕
を
本
行
で
は
用
い
て
は
な
ら
ず
、
振
り
仮
名
で
は
用
い
て
良

い
と
さ
れ
た
か
。

以
降
で
は
、
用
例
数
の
確
保
で
き
る
本
行
と
振
り
仮
名
に
お
い
て
、〈
キ
〉
の
二
字

体
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
述
べ
る
。

後
掲
の
表
１
３
は
、
本
行
〈
キ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。

表
１
３
よ
り
、〔
キ
〕
は
、
語
頭
と
非
語
頭
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、〔―

〕

は
、
非
語
頭
に
の
み
用
い
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
行
の
〈
キ
〉
で
は
、「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣

い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
「
上
」
は
語
頭
が
該
当
し
、
〔
キ
〕
が
用
い
ら
れ
、

「
下
」
は
非
語
頭
が
該
当
し
、
〔
キ
〕
と
〔―

〕
が
併
用
さ
れ
る
。

な
お
、
非
語
頭
の
形
態
素
頭
の
用
例
が
無
い
た
め
、
こ
れ
が
「
上
」
に
該
当
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

後
掲
の
表
１
４
は
、
振
り
仮
名
〈
キ
〉
に
つ
い
て
、
表
３
と
同
様
に
作
成
し
た
。

表
１
４
よ
り
、〔
キ
〕
は
、
語
頭
と
非
語
頭
の
形
態
素
頭
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
、

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
に
は
比
較
的
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、〔―

〕
は
、
単
語

内
の
位
置
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
振
り
仮
名
〈
キ
〉
で
は
、「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字

遣
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。「
上
」
は
語
頭
と
非
語
頭
の
形
態
素
頭
が
該
当
し
、

〔
キ
〕
と
〔―

〕
が
併
用
さ
れ
る
。「
下
」
は
非
語
頭
の
非
形
態
素
頭
が
該
当
し
、
主

に
〔―

〕
が
用
い
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
振
り
仮
名
〈
キ
〉
に
お
い
て
特
徴
的
な
仮
名
文
字
遣
い
が
見
ら
れ
た

た
め
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
。

次
の
画
像
に
示
す
よ
う
な
、
一
音
節
の
漢
字
の
音
〈
キ
〉
を
含
む
用
例
は
、
八
六

例
あ
っ
た

一
音
節
語
の
用
例
を
含
む

。
そ
の
す
べ
て
の
用
例
に
〔
キ
〕
が
用
い
ら

れ
、
〔―

〕
は
用
い
ら
れ
な
い５

。「
祇
園
精
舎

〔
キ
〕
オ
ン
シ
ヤ
ウ
シ
ヤ

」

「
便
宜

ヒ
ン
〔
キ
〕

」



72（     ）
 

こ
れ
は
、
漢
字
一
字
の
音
を
示
そ
う
と
す
る
配
慮
を
目
的
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
内
、
三
九
例
は
、
語
頭

一
二

例

若
し
く
は
非
語
頭
の
形
態
素
頭

二
七
例

に
該
当
す
る
。
そ
の
た
め
、
「
上
」
を

示
そ
う
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い
と
も
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
西
方
指
南
抄
の
〈
キ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い
は
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

本
行
：
「
上
」

語
頭

…

〔―

〕

「
下
」

非
語
頭

…

〔
キ
〕
〔―

〕

振
り
仮
名
：
「
上
」

語
頭
・
非
語
頭
の
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕
〔―

〕

「
下
」

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭

…

〔―

〕

 

七

親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
の
〈
ホ
〉
の
仮
名
文
字
遣
い

西
方
指
南
抄
の
音
節
〈
ホ
〉
の
調
査
対
象
範
囲
を
六
巻
す
べ
て
と
す
る
。

西
方
指
南
抄
の
〈
ホ
〉
に
は
、
後
掲
の
表
１
５
の
よ
う
に
二
字
体
存
す
る
。

墨
筆
の
本
行
〈
キ
〉
と
墨
筆
の
訓
点
の
両
方
に
お
い
て
、
こ
の
二
字
体
が
見
ら
れ

た
。こ

の
二
字
体
に
つ
い
て
、
後
掲
の
表
１
６
で
〈
ホ
〉
の
二
字
体
の
用
例
数
を
、「
巻

上
」
、
「
巻
下
」
、
「
保
」
に
分
け
て
示
し
た
。
多
く
用
い
ら
れ
た
方
の
字
体
に
網
掛
け

を
施
し
た
。

表
１
６
よ
り
、
本
行
で
は
〔
呆
〕
と
〔
ホ
〕
が
併
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
振

り
仮
名
と
左
注
に
お
い
て
は
、
主
に
〔
ホ
〕
が
用
い
ら
れ
、〔
呆
〕
は
ほ
と
ん
ど
用
い

ら
れ
な
い
。

以
降
で
は
、
二
字
体
が
併
用
さ
れ
て
い
る
本
行
に
お
い
て
、〈
ホ
〉
の
二
字
体
が
ど

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
述
べ
る
。

後
掲
の
表
１
７
は
、
巻
ご
と
に
、
単
語
内
の
位
置

語
頭
、
語
中
、
語
末

を
項
目

と
し
て
設
定
し
、
二
字
体
の
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
非
語
頭
を
、
語
中
と

語
末
に
分
類
す
る
の
は
、
明
確
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
一
音
節

語
に
該
当
す
る
用
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

二
〇
％
以
上
の
も
の
に
網
掛
け
を
施
し
た
。
ま
た
、
二
〇
％
未
満
の
も
の
に
つ
い

て
、
各
項
目
に
お
い
て
、
同
巻
内
で
比
較
し
た
際
の
用
例
数
の
多
い
場
合
、
そ
れ
に

網
掛
け
を
施
し
た
。

表
１
７
よ
り
、
各
巻
の
二
字
体
の
仮
名
文
字
遣
い
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

上
本
：
「
上
」

語
頭

…

〔
呆
〕〔
ホ
〕

「
下
」

語
中
・
語
末

…

〔
ホ
〕

上
末
：
「
上
」

語
頭

…

〔
呆
〕

「
下
」

語
中
・
語
末

…

〔
ホ
〕

中
下

本
末

：
語
頭…

〔
呆
〕
、
語
中…

〔
呆
〕〔
ホ
〕、
語
末…

〔
ホ
〕

中
下

本
末

に
つ
い
て
は
、
語
頭
は
「
上
」、
語
末
は
「
下
」
と
な
り
、
語
中
は
「
上
」

と
「
下
」
の
両
方
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
下

本
末

の
四
巻
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
同
様
の
仮
名
文
字
遣
い
で

あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
と
異
な
る
仮
名
文
字
遣
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
上
本
と
上
末
で
あ
る
。
こ

の
二
巻
で
は
、
語
中
に
お
い
て
〔
呆
〕
が
用
い
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
上
本
で
は
語
頭

に
お
い
て
〔
ホ
〕
が
用
い
ら
れ
る
。

こ
の
二
点
の
違
い
が
語
彙
の
差
に
よ
る
も
の
か
否
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
は
、
上
本
の
語
頭
の
仮
名
文
字
遣
い
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

上
本
に
お
い
て
用
例
数
の
多
い
「
ホ
カ
」
と
「
ホ
ム
」
が
、
他
巻
に
お
い
て
見
ら

れ
る
か
確
認
す
る
。
こ
の
二
語
に
つ
い
て
、
上
本
と
他
巻
に
お
け
る
二
字
体
の
用
例

数
を
次
に
示
し
た
。

「
ホ
カ
」
上
本
：
〔
呆
〕
〇
例

〇
％
％

、〔
ホ
〕
六
例

一
〇
〇
％
％

他
巻
：〔
呆
〕
二
〇
例

七
四
．
一
％
％

、〔
ホ
〕
七
例

二
五
．
九
％
％
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「
ホ
ム
」
上
本
：
〔
呆
〕
六
例

六
六
．
七
％

、〔
ホ
〕
三
例

三
三
．
三
％

他
巻
：
〔
呆
〕
一
三
例

一
〇
〇
％

、〔
ホ
〕
〇
例

〇
％

「
ホ
カ
」
と
「
ホ
ム
」
の
二
語
は
、
他
巻
に
お
い
て
も
存
し
、
他
巻
で
は
〔
ホ
〕

よ
り
も
〔
呆
〕
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
語
彙
の
差
に
よ
っ
て
、
上
本
と
他
巻
で
語
頭
仮
名
文
字
遣
い
の

差
が
生
じ
た
と
は
言
え
な
い
。
即
ち
、
語
頭
〈
ホ
〉
に
お
い
て
、
上
本
で
は
、
二
字

体
を
併
用
し
、
他
巻
に
お
い
て
は
〔
呆
〕
を
主
に
用
い
る
と
い
う
仮
名
文
字
遣
い
の

違
い
が
存
す
る
と
言
え
る
。

次
に
、
上
本
と
上
末
の
語
中
の
仮
名
文
字
遣
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

上
本
と
上
末
に
お
い
て
用
例
数
の
多
い
「
オ
ホ
シ
」
、
「
オ
ホ
ユ
」、
「
オ
ホ
ヨ
ソ
」

が
、
他
巻
に
お
い
て
見
ら
れ
る
か
確
認
す
る
。
こ
の
三
語
に
つ
い
て
、
各
巻
の
二
字

体
の
用
例
数
を
次
に
示
し
た
。

「
オ
ホ
シ
」
上

本
末

：〔
呆
〕
一
例

七
．
七
％

、〔
ホ
〕
一
二
例

九
二
．
三
％

他
巻
：〔
呆
〕
一
六
例

四
三
．
二
％

、〔
ホ
〕
二
一
例

五
六
．
八
％

「
オ
ホ
ユ
」
上

本
末

：〔
呆
〕
一
例

七
．
七
％

、〔
ホ
〕
一
二
例

九
二
．
三
％

他
巻
：〔
呆
〕
一
四
例

四
八
．
三
％

、〔
ホ
〕
一
五
例

五
一
．
七
％

「
オ
ホ
ヨ
ソ
」
上

本
末

：
〔
呆
〕
〇
例

〇
％

、
〔
ホ
〕
一
〇
例

一
〇
〇
％

他
巻
：〔
呆
〕
一
例

五
．
三
％

、〔
ホ
〕
一
八
例

九
四
．
七
％

上
本
、
上
末
に
お
い
て
〔
ホ
〕
が
主
に
用
い
ら
れ
る
。
他
巻
で
は
「
オ
ホ
シ
」「
オ

ホ
ユ
」
に
つ
い
て
は
、
〔
ホ
〕
と
〔
呆
〕
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、

「
オ
ホ
ヨ
ソ
」
に
つ
い
て
は
、
上
本
と
上
末
と
同
様
に
〔
ホ
〕
が
主
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
「
オ
ホ
シ
」
「
オ
ホ
ユ
」
の
二
語
に
つ
い
て
、
他
巻
で
は
二
字
体
の
併
用
が
見

ら
れ
た
た
め
、
語
彙
の
差
に
よ
っ
て
仮
名
文
字
遣
い
の
差
が
見
ら
れ
た
と
は
言
え
な

い
。即

ち
、
語
中
〈
ホ
〉
に
つ
い
て
、
上
本
と
上
末
で
は
〔
ホ
〕
を
主
に
用
い
、
他
巻

で
は
二
字
体
が
併
用
さ
れ
る
と
い
う
仮
名
文
字
遣
い
の
違
い
が
存
す
る
と
言
え
る
。

八

本
稿
の
成
果
と
考
察

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
仮
名
文
字
遣
い
を
資
料
ご
と
に
掲
出
す
る
。

【
前
田
本
色
葉
字
類
抄
】

・
音
節
〈
キ
〉

「
巻
上
」
：「
上
」

語
頭
・
非
語
頭
の
形
態
素
頭

…

〔―

〕

「
下
」

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕〔―

〕

「
巻
下
」
「
木
」：
「
上
」

語
頭
・
非
語
頭
の
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕

「
下
」

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕〔―

〕

・
音
節
〈
ホ
〉：
二
字
体
の
使
い
分
け
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

【
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
】

・
音
節
〈
キ
〉

本
行
：
「
上
」

語
頭

…

〔―

〕

「
下
」

非
語
頭

…

〔
キ
〕
〔―

〕

振
り
仮
名
：
「
上
」

語
頭
・
非
語
頭
の
形
態
素
頭

…

〔
キ
〕〔―

〕

「
下
」

非
語
頭
の
非
形
態
素
頭

…

〔―

〕

・
音
節
〈
ホ
〉

上
本
：
「
上
」

語
頭

…

〔
呆
〕〔
ホ
〕

「
下
」

語
中
・
語
末

…

〔
ホ
〕

上
末
：
「
上
」

語
頭

…

〔
呆
〕

「
下
」

語
中
・
語
末

…

〔
ホ
〕

中
下

本
末

：
語
頭…

〔
呆
〕
、
語
中…

〔
呆
〕〔
ホ
〕、
語
末…

〔
ホ
〕

中
下

本
末

に
つ
い
て
は
、
語
頭
は
「
上
」、
語
末
は
「
下
」

と
な
り
、
語
中
は
「
上
」
と
「
下
」
の
両
方
に
捉
え
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
論
と
な
る
。
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①
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
の
〈
ホ
〉
で
は
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名

文
字
遣
い
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
の
〈
ホ
〉
に
お
い
て

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

②
前
田
本
色
葉
字
類
抄
と
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
の
両
者
の
〈
キ
〉
に
お
い

て
、
「
上―
下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い
が
み
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
上―

下
」
に
よ
っ
て
、
複
数
の
字
体
を
使
い
分
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
「
上
」
専
用
字
体
な
い
し
「
下
」
専
用
字
体
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

「
上
」
専
用
字
体
は
、
そ
の
直
前
の
文
字
と
の
間
に
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
こ
と

を
、
視
覚
的
に
読
者
に
伝
え
る
役
割
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
下
」
専
用
字
体
は
、

そ
れ
が
「
上
」
で
は
な
く
、
直
前
の
文
字
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
、
視
覚
的
に

読
者
に
伝
え
る
役
割
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い
に
よ
っ
て
、
文
字
同
士

の
「
つ
な
が
り
」
と
「
切
れ
目
」
が
視
覚
的
に
明
ら
か
に
な
り
、
意
味
を
も
っ
た
一

つ
の
ま
と
ま
り
を
認
識
し
や
す
く
な
る
。

な
お
、
親
鸞
自
筆
『
西
方
指
南
抄
』
の
〈
キ
〉
に
つ
い
て
、
本
行
で
は
「
上
」
専

用
字
体
が
設
定
さ
れ
る
一
方
で
、
振
り
仮
名
で
は
「
上
」
専
用
字
体
が
設
定
さ
れ
な

い
と
い
う
結
果
が
見
ら
れ
た
。
振
り
仮
名
は
本
行
と
は
異
な
り
、
漢
字
に
付
さ
れ
る

た
め
に
必
ず
し
も
「
上
」
を
示
す
必
要
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

即
ち
、
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る
仮
名
文
字
遣
い
は
、「
読
み
や
す
さ
」
と
い
う

読
者
へ
の
配
慮
を
目
的
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
の
〈
ホ
〉
に
お
い
て
「
上―

下
」
を
基
準
と
す
る

仮
名
文
字
遣
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
す
べ
て
の
音

節
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が

個
々
の
文
献
ご
と
に
異
な
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
資
料
に
お
い
て
、
扱
わ
な
か
っ
た
他
の
音

節
や
、
同
時
期
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
、
対
象
範
囲
を
広
げ
て
調
査
す
る
こ
と
が
今

後
の
課
題
と
な
る
。

 

注１

宇
野

一
九
八
六

は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

一
、
和
歌
の
書
き
方
に
関
係
し
て
、『
和
歌
大
綱
』
、『
悦
目
抄
』
、『
一
歩
』
、『
男
重
宝
記
』

二
、
書
札
の
書
き
方
に
関
係
し
て
。『
玉
章
秘
伝
抄
』、
『
宗
五
大
艸
紙
』
、『
女
房
筆
法
』

三
、
仮
名
文
字
の
使
い
方
に
関
し
て
。『
新
撰
仮
名
文
字
遣
』
、『
和
字
大
観
抄
』

三
七
八
頁

２

管
見
の
限
り
、
特
に
音
節
〈
し
〉
に
お
い
て
、〔
志
〕
は
語
頭
に
、〔
し
〕
は
非
語
頭
に
用
い
ら

れ
る
と
い
う
仮
名
文
字
遣
い
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
仮
名
文
字
遣
い
の
傾
向
は
い

ず
れ
の
調
査
対
象
に
お
い
て
も
同
様
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。

３

樋
野

一
九
九
〇

は
〈
仮
名
〉〈
字
母
〉「
有
標
の
字
母
」
「
無
標
の
字
母
」
を
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。

仮
名
：
い
ろ
は
四
十
七
文
字
の
各
構
成
要
素
に
対
応
す
る
文
字
論
的
抽
象
的
観
念

字
母
：
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
仮
名
〉
に
対
応
す
る
具
体
的
字
体

有
標
の
字
母
：〈
字
母
〉
に
お
い
て
、
読
者
に
対
し
、
そ
の
〈
字
母
〉
を
要
素
と
す
る
語
あ
る

い
は
文
字
列
が
、
意
味
解
釈
の
上
で
注
意
を
要
す
る
と
い
う
意
味
で
の
注
意

信
号
を
発
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
も
の

無
標
の
字
母
：
同
じ
〈
仮
名
〉
に
所
属
す
る
〈
字
母
〉
で
、
右
の
よ
う
な
特
徴
を
持
た
な
い

も
の

そ
し
て
、
藤
原
教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
を
対
象
資
料
と
し
、
二
つ
の
〈
字
母
〉
を
有
す
る
片

仮
名
に
お
い
て
、
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
〈
字
母
〉
の
方
を
「
有
標
の
字
母
」
と
し
、
そ
の
〈
字

母
〉
が
文
脈
に
お
い
て
卓
立
す
る
語
に
用
い
ら
れ
る
か
を
検
討
し
て
い
る

樋
野

一
九
九
〇

で

は
「
す
」「
の
」「
を
」
、
樋
野

一
九
九
一

で
は
「
ほ
」
を
検
討
し
て
い
る

。
た
だ
し
、「
卓
立

し
た
語
か
否
か
」
と
い
う
判
定
は
、
樋
野

一
九
九
〇

一
九
九
一

の
主
観
に
よ
る
も
の
が
大

き
く
、
さ
ら
に
は
、
二
字
体
が
ど
う
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
を
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
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４

本
稿
に
お
い
て
、
変
体
仮
名
の
異
同
を
問
わ
ず
、
特
定
の
音
節
を
述
べ
る
場
合
に
は
〈
〉
内
に
、

現
行
片
仮
名
を
記
し
区
別
す
る
。
ま
た
、
特
定
の
変
体
仮
名
を
述
べ
る
場
合
に
は
〔
〕
内
に
、

現
行
仮
名
若
し
く
は
字
源
と
な
る
漢
字
を
記
し
区
別
す
る
。 

５

表
１
４
の
一
音
節
語
の
〔―

〕
の
一
例
に
つ
い
て
は
、
次
の
画
像
の
通
り
、
助
動
詞
「
き
」
で

あ
り
、
一
音
節
の
漢
字
の
音
〈
キ
〉
の
用
例
に
あ
た
ら
な
い
。

悟
二

三

乗
一

サ
ト
リ
〔―

〕

サ
ム

シ
ヨ
ウ
ヲ

参
考
引
用
文
献

・
赤
松
俊
秀
ら
編
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
第
五
巻
』
、
法
蔵
館
、
一
九
七
三

・
赤
松
俊
秀
ら
編
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
第
六
巻
』
、
法
蔵
館
、
一
九
七
三

・
犬
飼
隆

一
九
八
九

「
片
仮
名
の
成
立―

今
後
に
残
さ
れ
た
問
題―

」

『
日
本
語

学
』
七
六
、
明
治
書
院

・
宇
野
義
方

一
九
八
六

「
異
体
が
な
の
使
い
分
け
」
『
松
村
明
教
授
古
稀
記
念

国

語
研
究
論
集
』
、
明
治
書
院

・
小
松
英
雄

一
八
七
四

「
藤
原
定
家
の
文
字
づ
か
い―

「
を
」「
お
」
の
中
和
を
中

心
と
し
て―

」

『
言
語
生
活
』
二
七
二
、
筑
摩
書
房

・
樋
野
幸
男

一
九
九
〇

「
片
仮
名
文
に
お
け
る
〈
有
標
の
字
母
〉
の
提
唱―
お
よ

び
有
標
的
効
果
の
基
盤―

」

『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
六
七
、
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
会

・
樋
野
幸
男

一
九
九
一

「
片
仮
名
文
に
お
け
る
〈
有
標
の
字
母
〉
の
検
証―

藤
原

教
長
『
古
今
和
歌
集
註
』
を
資
料
と
し
て―

」

『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
六

八
、
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

・
前
田
育
徳
会
編
『
尊
経
閣
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』
勉
誠
社
、
一
九
八
四

・
安
田
章

一
九
六
七

「
仮
名
資
料
序
」

『
論
究
日
本
文
学
』
二
九
、
立
命
館
大
学

日
本
文
学
会

修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校

別
表

「
木
」

「
巻
下
」

「
巻
上
」

表
２
「
巻
上
」
、「
巻
下
」「
木
」
の
〈
キ
〉
二
字
体
の
用
例
数

％ ％
％

〔
キ
〕

％
％

％

〔―

〕

合
計

〔―

〕

〔
キ
〕

表
３
「
巻
上
」
〈
キ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％
％

語
頭

％
％

形
態
素
頭

非
語
頭

％ ％

非
形
態
素
頭

％
％

一
音
節
語

合
計

〔キ〕
表
１

前
田
本
色
葉
字
類
抄
〈
キ
〉
の
二
字
体

〔 ― 〕
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〔―

〕

〔
キ
〕

表
４
「
巻
下
」
〈
キ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％ ％

語
頭

％

％

形
態
素
頭

非
語
頭

％

％

非
形
態
素
頭

％ ％

一
音
節
語

合
計

〔―

〕

〔
キ
〕

表
５
「
木
」〈
キ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％

％

語
頭

％
％

形
態
素
頭

非
語
頭

％
％

非
形
態
素
頭

％

％

一
音
節
語

合
計

〔呆〕
表
６

前
田
本
色
葉
字
類
抄
〈
ホ
〉
の
二
字
体

〔ホ〕

「
保
」

「
巻
下
」

「
巻
上
」

表
７
「
巻
上
」
、「
巻
下
」「
保
」
の
〈
ホ
〉
二
字
体
の
用
例
数

％ ％ ％

〔
呆
〕

％
％ ％

〔
ホ
〕

合
計

〔
ホ
〕

〔
呆
〕

表
８
「
巻
上
」
〈
ホ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％
％

語
頭

％
％

形
態
素
頭

非
語
頭

％
％

非
形
態
素
頭

％
％

一
音
節
語

合
計

〔
ホ
〕

〔
呆
〕

表
９
「
巻
下
」
〈
ホ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％

％

語
頭

％
％

形
態
素
頭

非
語
頭

％
％

非
形
態
素
頭

％ ％

一
音
節
語

合
計
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〔
ホ
〕

〔
呆
〕

表
１
０
「
保
」
〈
ホ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％ ％

語
頭

％
％

形
態
素
頭

非
語
頭

％ ％

非
形
態
素
頭

％
％

一
音
節
語

合
計

〔キ〕
表
１
１

西
方
指
南
抄
〈
キ
〉
の
二
字
体

〔 ― 〕

左
注

振
り
仮
名

本
行

表
１
２

本
行
、
振
り
仮
名
、
左
注
の
〈
キ
〉
二
字
体
の
用
例
数

％
％ ％

〔
キ
〕

％ ％

％

〔―

〕

合
計

〔呆〕
表
１
５

前
田
本
色
葉
字
類
抄
〈
ホ
〉
の
二
字
体

〔ホ〕

〔―

〕

〔
キ
〕

表
１
３

本
行
〈
キ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％

％

語
頭

％ ％

形
態
素
頭

非
語
頭

％

％

非
形
態
素
頭

％

％

一
音
節
語

合
計

〔―

〕

〔
キ
〕

表
１
４

振
り
仮
名
〈
キ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
二
字
体
の
用
例
数

％ ％

語
頭

％

％

形
態
素
頭

非
語
頭

％ ％

非
形
態
素
頭

％
％

一
音
節
語

合
計
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左
注

振
り
仮
名

本
行

表
１
６
本
行
、
振
り
仮
名
、
左
注
の
〈
ホ
〉
二
字
体
の
用
例
数

％ ％

％

〔
呆
〕

％ ％ ％

〔
ホ
〕

合
計

下
末

下
本

中
末

中
本

上
末

上
本

表
１
７
『
西
方
指
南
抄
』
各
巻
本
行
〈
ホ
〉
の
単
語
内
の
位
置
に
よ
る
用
例
数

〔
ホ
〕

〔
呆
〕

〔
ホ
〕

〔
呆
〕

〔
ホ
〕

〔
呆
〕
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